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0. 概要 

0.1. シェーマ 

 

0.2. 目的 

周在性が 1/2 周以上の早期食道癌における内視鏡的粘膜下層剥離術（Endoscopic submucosal 

dissection：ESD）の治療困難因子を探索的に検討する。 

0.3. 対象 

JCOG1217 の全登録例のうち、ESD が実施された患者を対象とする。ただし、多発病変を有し主病変に対

する ESD 実施当日に副病変の ESD も実施された患者は除く。 

0.4. 方法 

以下の①～③の 1 つ以上に合致する患者を ESD 治療困難例と定義し、ESD 治療困難例と非困難例に分

け、ESD 治療困難例の割合を算出する。また、ESD 困難に関連する治療前因子を探索する目的で単変量解

析、多変量解析を行う。 

① ESD 所要時間（マーキング開始より病変切除終了までの時間）が 120 分以上 

② 完全一括切除（病変内切り込みなし）を達成できなかった 

③ 術中合併症（内視鏡挿入時から ESD 終了後内視鏡抜去時まで合併症）として Grade 2 以上の食道

穿孔（CTCAE v4.0-JCOG）を来した 

解析には JCOG データセンターで保管している既存データおよび追加調査するデータを使用する。追加調

査については新規に CRF を作成し、本附随研究の対象例の登録があった参加施設に調査を依頼する。 

0.5. 研究期間 

研究期間：研究許可日から 2028 年 3 月まで 

0.6. 問い合わせ先 

研究事務局：池之山 洋平 

三重大学医学部附属病院 消化器・肝臓内科 

〒514-8507 三重県津市江戸橋 2-174 

 

 

 

  

早期食道癌
術前診断: cEP-MM、周在性 1/2周〜非全周

腫瘍長軸径 50 mm以下、cN0M0

JCOG1217全登録例
（n=281）

主病変のみESDが実施された例※

（n=233）

ESD治療困難例 ESD治療非困難例

ESD治療困難の定義
以下の1つ以上を有する

1. ESD所要時間≧120分
2. 完全一括切除できなかったもの

3. 術中食道穿孔≧Grade 2 

※主病変に対するESDとは別日に副病変のESDが
実施された例を含む

• ESD未実施：5例
• 主病変と副病変のESDを同日に実施：43例
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